
かんきょう と ゴルフじょう

【たくさんの いきもの や しょくぶつ が ゴルフじょう にいる】

ゴルフじょう は ひと が せいび しているので、「アナグマ」や「のうさぎ」がすみついたり、
いけ には「げんごうろう」が およぎます。はな は「シャクナゲ」などが さき ます。せいび をお
こなわないと ジャングル のような はやし になり、たくさんの いきもの や しょくぶつ、こんちゅ
う がすみにくく なってしまいます。

なつ の ひざし にてらされた アスファルト は
52ど（℃）、あつく なり さわれません。

とし はほとんどが アスファルト や コンクリート
でおおわれています。

【ゴルフじょう は すずしい】

しばふ のうえは37ど（℃）、 ぬるいおふろ
くらいです。

ぜんこく にはだいたい2,300かしょの ゴルフ
じょう があり、 とし があげてしまう おんど をお
さえるやくわりをしています。

【ちきゅう の おんど をあげてしまう にさんかたんそ を もり がへらしている】

ゴルフじょう は き がおおくあります。この ゴルフじょう の き が いちねん でへらす にさん
かたんそ は がっこうのプール のだいたい70こぶんになります。

みなさんの おうち が だす にさんかたんそ は いちねん で がっこうのプール のだいたい3こ
ぶんです。

ちきゅう が あつく ならないために、おうちのひとと きょう から なに ができるかかんがえてみ
ましょう。



【保護者の皆様へ】

今回のジュニアレッスン会では、ゴルフだけでなく、コース管理の仕事を通じ、自然環境
について、お子様に興味を持って頂けるようなレクチャーを行いました。これをキッカケにお
子様と、自然や環境について考えてみてはいかがでしょうか。

※資料は小学1年生でも理解できるように、全てひらがなで作成しております。

【ヒートアイランド現象について】

真夏に測定した都市部のアスファルトの表面温度とゴルフ場の芝生の表面温度を比
較して、ヒートアイランド現象の説明を試みています。実際には都市部の建物などによる
地形的要因やエアコン室外機などからの排熱などを複合的に考え、説明が必要となりま
すが、小学校低学年のお子様でも理解しやすい、簡易的な説明に留めています。

【ゴルフ場内の生物多様性について】

人為的に手を入れなければ、自然や生態系が守られるという事は無く、放置された里
山などは、ジャングル様に光の届かない鬱蒼とした山林となり、そこに住まう生物の多様
性も失われがちです。ゴルフ場内で実際に見られる動植物を例に説明しています。

【森林が吸収する二酸化炭素の量について】

ゴルフ場内の森林面積から、一般的な計算方法でCO2吸収量の概算を出していま
す。一般家庭から排出されるCO2排出量との比較で理解が深まればと思います。

■二酸化炭素1ｔの容積は25ｍプール1つ分です。

■阿蘇東急GCの森林が1年間に吸収する二酸化炭素量は69.7ｔ

※ゴルフ場内の森林面積から平均樹齢、一般的な森林密度などを用い概算を試算

■日本の一般家庭から1年間で排出される二酸化炭素量の平均値は2.88ｔ

（内訳 電気1.88ｔ、都市ガス0.44ｔ、LPガス0.17ｔ、灯油0.39ｔ）

→電気の節約がお子様でも取組みやすく、家計にも嬉しいですね。


